
　送付先の変更・送付中止を希望さ
れる場合には、本会広報室までお知
らせください。

Eメール
koho@yobouigaku-tokyo.jp
FAX 03-3269-7562
電  話 03-3269-1131
でも承っております。

健康管理コンサルタントセンター
事務局　東京都新宿区市谷砂土原町1- 2
　　　　（公財）東京都予防医学協会
　　　　電話 03-3269-1141

お問い合わせ・
ご相談は事務局まで
（予約制・無料）

　日頃より、東京都予防医学協会の機関紙「よぼう
医学」をご愛読くださりありがとうございます。
　本会では、「よぼう医学」を送付させていただいて
いる皆様について、送付に必要な情報（氏名、住所、
所属、役職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきまし
ては、本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管
理の下に運用しております。送付名簿からの削除や
変更を希望される場合には、お手数ですが、右記広
報室までご連絡ください。

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て 送 付 先 の 変 更 ・
中 止 に つ い て送 付

〈1面〉●　新生児マススクリーニングの対象が20疾患に拡大
　　　●40年間の取り組みと今後の課題を発表—本会
　　　　　第44回日本マススクリーニング学会学術集会

〈2・3面（見開き）〉
　　　●人間ドックをご活用ください！
　　　　　健康寿命を延ばしていただくために
　　　●連載　産業医訪問〈107〉
　　　●連載　ホルモンからみた思春期のこころと体〈7〉
　　　

〈4面〉●本会の取り組み 女性のための人間ドック
　　　　　第58回日本人間ドック学会学術大会で報告
　　　●新刊紹介『お酒を飲んで、がんになる人、ならない人』

今 月 の 主 な 紙 面

40年間の取り組みと
今後の課題を発表 本会

第44回日本マススクリーニング学会学術集会

40年間の取り組みと
今後の課題を発表
第44回日本マススクリーニング学会学術集会

い
る
本
会
で
は
、
万
全
の
体
制
で

実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
。事

業
の
円
滑
な

実
施
に
向
け
て

対
象
疾
患
の
拡
大
に
伴
っ
て
今

後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
の
は
、

運
用
も
含
め
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

全
体
の
精
度
管
理
と
そ
の
維
持
向

上
だ
。
対
象
と
な
る
の
は
い
ず
れ

も
希
少
疾
患
で
あ
り
専
門
医
が
少

な
い
た
め
、
関
係
諸
機
関
の
連
携

死
20
例
の
う
ち
15
例
が
Ｃ
Ｐ
Ｔ
２

欠
損
症
だ
っ
た
こ
と
②
新
し
い
検

査
指
標
の
開
発
で
高
い
検
査
精
度

が
得
ら
れ
た
こ
と
―
―
を
報
告
し

た
。こ

れ
ら
の
研
究
成
果
を
受
け
、

国
は
「
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
の
対
象
疾
患
に
Ｃ
Ｐ
Ｔ
２
欠

損
症
を
追
加
す
る
こ
と
が
適
当
」

と
結
論
づ
け
、
対
象
が
20
疾
患
に

拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

東
京
都
で
は
、
来
年
度
の
検
査

か
ら
20
疾
患
を
対
象
に
実
施
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
る
。
東
京
都
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
都
内
の
新
生
児

マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

然
死
に
至
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
適

切
な
栄
養
療
法
な
ど
に
よ
っ
て
発

症
予
防
が
可
能
と
さ
れ
る
。　

◆
◆
◆

Ｃ
Ｐ
Ｔ
２
欠
損
症
は
タ
ン
デ
ム

マ
ス
法
で
発
見
で
き
る
疾
患
だ

が
、
従
来
は
検
査
精
度
上
の
課
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
、
厚
生
労
働
省
の

研
究
班
（
代
表
研
究
者
＝
山
口
清

次
・
島
根
大
学
医
学
部
特
任
教

授
）
は
、
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
の
体
制
や
精
度
向
上
等

に
関
し
て
検
討
を
行
い
、
①
タ
ン

デ
ム
マ
ス
法
で
発
見
可
能
な
疾
患

を
原
因
と
す
る
乳
幼
児
期
の
突
然

ど
も
た
ち
が
、
適
切
な
治
療
に
よ

り
健
や
か
に
成
長
し
て
い
る
。

今
回
対
象
に
追
加
さ
れ
た
カ
ル

ニ
チ
ン
パ
ル
ミ
ト
イ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ェ
ラ
ー
ゼ—

２
欠
損
症
（
Ｃ
Ｐ

Ｔ
２
欠
損
症
）
は
、
食
品
中
の
脂

肪
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す

過
程
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
空
腹

時
や
運
動
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

を
起
こ
す
疾
患
だ
（
表
）。
発
熱

な
ど
を
契
機
に
急
性
発
症
し
、
突

対
象
疾
患
拡
大
の

背
景
と
目
的

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

は
、
１
９
７
７
年
に
５
疾
患
を
対

象
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の

後
タ
ン
デ
ム
マ
ス
法
の
導
入
で
、

２
０
１
２
年
か
ら
は
19
疾
患
に
拡

大
。
対
象
疾
患
を
持
つ
多
く
の
子

が
鍵
と
な
る
。

こ
う
し
た
中
、
９
月
６
日
に
は

「
東
京
都
先
天
性
代
謝
異
常
等
検

査
連
絡
協
議
会
（
連
絡
会
）」
設

立
に
向
け
た
第
１
回
準
備
委
員
会

が
本
会
で
開
催
さ
れ
た
。

開
催
に
当
た
り
本
会
の
小
野
良

樹
理
事
長
は
、「
事
業
の
円
滑
な

実
施
の
た
め
に
は
、
採
血
医
療

「
こ
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
未

来
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
８
月

18
〜
19
日
、
第
44
回
日
本
マ
ス
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会
学
術
集
会

（
会
長
＝
高
橋
勉
・
秋
田
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
）
が
秋

田
県
で
開
催
さ
れ
、
本
会
小
児
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科
の
ス
タ
ッ
フ
３

人
が
演
者
と
し
て
参
加
し
た
。

本
会
で
は
、
東
京
産
婦
人
科
医

会
の
協
力
を
得
て
、
１
９
７
４
年

か
ら
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
な
ど

新
生
児
の
先
天
性
代
謝
異
常
等
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
、
77

年
に
事
業
が
公
費
化
さ
れ
て
か
ら

は
、
東
京
都
の
委
託
に
よ
り
検
査

を
担
当
。
ま
た
専
門
医
療
機
関
と

機
関
、
東
京
都
、
検
査
を
担
う
本

会
の
３
者
が
運
用
上
の
諸
問
題
を

話
し
合
う
場
と
し
て
の
連
絡
会
の

設
立
が
必
要
不
可
欠
だ
。
本
会
で

は
、
専
門
医
の
指
導
の
下
、
さ
ら

な
る
精
度
の
向
上
を
図
り
、
疾
患

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
命
と
健
康

を
守
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
」
と

語
っ
た
。

連
携
し
て
患
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
検
査
も
行
っ
て
い
る
。

学
術
集
会
で
は
、
こ
う
し
た
長

年
の
取
り
組
み
と
そ
の
成
果
を
元

に
「
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ—

—

40
年
間
の
成
績

と
今
後
の
課
題
」「
東
京
都
に
お

け
る
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
要
精
密
検
査
児
の
追
跡
調
査
」

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

こ
の
他
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
タ

ン
デ
ム
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

現
状
と
課
題
」
で
は
、
石
毛
信
之

主
査
が
本
会
の
検
査
成
績
を
紹
介

し
な
が
ら
、「
鑑
別
診
断
の
た
め

の
２
次
検
査
・
特
殊
検
査
体
制
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

早
期
発
見
で
命
を
救
い
、

健
や
か
な
成
長
を
目
指
す

アミノ酸
代謝異常

①フェニルケトン尿症②メープルシロップ尿症③ホモシスチン尿症
④シトルリン血症１型⑤アルギニノコハク酸尿症

有機酸
代謝異常

⑥メチルマロン酸血症⑦プロピオン酸血症⑧イソ吉草酸血症⑨メ
チルクロトニルグリシン尿症⑩ヒドロキシメチルグルタル酸（HMG）
血症⑪複合カルボキシラーゼ欠損症⑫グルタル酸血症１型

脂肪酸
代謝異常

⑬中鎖アシル CoA脱水素酵素（MCAD）欠損症⑭極長鎖アシル
CoA脱水素酵素（VLCAD）欠損症⑮三頭酵素 /長鎖３-ヒドロキ
シアシル CoA脱水素酵素（TFP/LCHAD）欠損症⑯カルニチンパ
ルミトイルトランスフェラーゼ-1（CPT1）欠損症 ⑰カルニチンパル
ミトイルトランスフェラーゼ-2欠損症（CPT2欠損症）

糖代謝異常 ⑱ガラクトース血症
内分泌疾患 ⑲先天性甲状腺機能低下症⑳先天性副腎過形成症

心
身
の
障
害
や
生
命
の
危
険

を
招
く
可
能
性
の
あ
る
疾
患
を

早
期
に
発
見
し
、
治
療
し
て
発

症
を
防
ぐ
目
的
で
行
わ
れ
て
い

る
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
。
国
は
今
年
７
月
、
そ
の
対

象
疾
患
に
新
た
に
「
Ｃ
Ｐ
Ｔ
２

欠
損
症
」
を
追
加
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
対
象
と
な
っ
て
い
な
か

っ
た
疾
患
の
早
期
発
見
が
可
能
と
な
り
、
救
わ
れ
る
子
ど
も

た
ち
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

：今回追加された検査項目

新生児マススクリーニングの対象疾患表

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

対
象
が
　疾
患
に
拡
大

20

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

対
象
が
　疾
患
に
拡
大

20
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と
で
肥
満
に
つ
な
が
る
危
険
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
●
●

本
連
載
第
４
回
で
、
オ
レ
キ

シ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
昼
間

に
視
床
下
部
で
作
ら
れ
、
覚
醒

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

こ
の
オ
レ
キ
シ
ン
も
、
食
欲

に
対
す
る
作
用
を
持
っ
て
い
ま

す
。
絶
食
後
や
血
糖
値
が
低
い

時
に
分
泌
さ
れ
、
食
欲
を
増
す

と
い
う
も
の
で
す
。

動
物
が
食
べ
物
を
探
す
際
に

は
、
空
腹
を
感
じ
、
覚
醒
度
が

高
ま
っ
て
い
た
方
が
有
利
な
の

で
、
オ
レ
キ
シ
ン
の
作
用
も
合

目
的
で
す
。

実
験
で
ラ
ッ
ト
の
脳
に
オ
レ

キ
シ
ン
を
注
射
す
る
と
、
胃
は

十
二
指
腸
へ
胃
内
容
物
を
押

し
出
し
、
胃
に
ス
ペ
ー
ス
を
作

り
ま
す
。
す
で
に
食
事
が
終
わ

っ
て
満
腹
感
を
感
じ
て
い
る
の

に
、
お
い
し
そ
う
な
デ
ザ
ー
ト

を
見
る
と
食
べ
た
く
な
っ
た
り

し
ま
す
よ
ね
。﹁
デ
ザ
ー
ト
は

別
腹
﹂
は
オ
レ
キ
シ
ン
の
効
果

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
●
●

グ
レ
リ
ン
、
レ
プ
チ
ン
、
オ

レ
キ
シ
ン
な
ど
、
食
欲
、
睡
眠
・

覚
醒
、
成
長
に
関
わ
る
ホ
ル
モ

ン
は
、
す
べ
て
日
本
の
研
究
者

が
発
見
し
ま
し
た
。

肥
満
や
睡
眠
の
研
究
に
お
い

て
、
日
本
は
大
き
な
貢
献
を
し

て
い
ま
す
。
と
て
も
誇
ら
し
い

こ
と
で
す
。

（
つ
づ
く
）

﹁
経
過
観
察
﹂﹁
精
密
検
査
﹂﹁
治

療
﹂﹁
生
活
習
慣
改
善
﹂
な
ど
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
ま
で
行
う
こ
と
で
、
よ
う

や
く
人
間
ド
ッ
ク
を
有
効
に
活
用

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
会
で
は
、
良
質
な
人
間
ド
ッ

ク
の
実
施
と
共
に
、
一
刻
も
早
く

健
診
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
べ

く
、
医
師
や
検
査
技
師
と
い
っ
た

健
診
現
場
の
担
当
者
を
は
じ
め
、

裏
方
の
事
務
系
ス
タ
ッ
フ
ま
で
が

一
丸
と
な
っ
て
日
々
努
力
し
て
い

ま
す
。

﹁
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
ら
お
し

ま
い
﹂
で
は
な
く
、
健
康
づ
く
り

や
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
受
診

者
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

健
や
か
に
お
過
ご
し
い
た
だ
く

た
め
に
、
ぜ
ひ
人
間
ド
ッ
ク
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

特
徴

便
潜
血
陽
性
者
に
は

大
腸
内
視
鏡
検
査
を
ご
案
内

便
潜
血
検
査
で
陽
性
に
な
っ
た

方
に
は
、
迅
速
に
本
会
の
内
視
鏡

セ
ン
タ
ー
で
の
大
腸
内
視
鏡
検
査

を
ご
案
内
し
ま
す
。

●
ス
タ
ッ
フ
よ
り
一
言

内
視
鏡
検
査
を
担
当
す
る
の

は
、
経
験
豊
富
で
熟
練
し
た
専

門
医
で
す
。
ま
た
、
内
視
鏡
技
師

の
資
格
を
持
つ
看
護
師
ら
が
検
査

の
説
明
や
前
処
置
、
介
助
に
携
わ

り
、
心
と
技
の
両
面
か
ら
受
診
者

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

特
徴

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も

手
厚
く

人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
、
さ
ら
に

詳
し
い
検
査
や
受
診
が
必
要
と
な

っ
た
方
に
は
、
本
会
保
健
会
館
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
専
門
外
来
な
ど
を
ご

案
内
し
て
、
速
や
か
に
専
門
医
に

つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、
所
見
に
関
す
る
疑
問
や

ご
質
問
に
対
し
て
は
、
専
門
医
や

保
健
師
に
よ
る
﹁
予
防
医
学
相
談

室
﹂（
下
コ
ラ
ム
）
を
開
設
し
、

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の

結
果
を
生
か
す
に
は

人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
を
受
け
取

っ
た
後
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

●
ス
タ
ッ
フ
よ
り
一
言

精
密
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
方

に
は
、
本
会
保
健
会
館
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
肺
診
断
科
外
来
で
専
門
医
が

精
密
検
査
を
行
い
ま
す
。

特
徴

腹
部
超
音
波
検
査

胆
嚢
、
肝
臓
、
膵
臓
、
脾
臓
、

腎
臓
と
い
っ
た
腹
部
臓
器
の
異
常

や
疾
患
を
早
期
に
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
、
身
体
的
負
担
の
少
な

い
検
査
で
す
。

●
ス
タ
ッ
フ
よ
り
一
言

対
象
臓
器
の
が
ん
を
発
見
す
る

こ
と
が
一
番
の
目
的
で
す
が
、
脂

肪
肝
や
胆
石
、
腎
結
石
な
ど
も
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。
女
性
医
師

の
診
察
を
ご
希
望
の
場
合
は
お
気

軽
に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

特
徴

消
化
管
検
査
は

胃
内
視
鏡
に
変
更
可
能

基
本
検
査
項
目
の
消
化
管
検
査

を
、
胃
部
Ｘ
線
撮
影
か
ら
胃
内
視

鏡
検
査
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
要
事
前
申
し
込
み
）。

●
ス
タ
ッ
フ
よ
り
一
言

経
口
内
視
鏡
で
食
道
・
胃
・
十

二
指
腸
な
ど
を
観
察
し
、
が
ん
や

潰
瘍
、
炎
症
な
ど
を
見
つ
け
ま

す
。
内
視
鏡
を
専
門
と
す
る
医
師

が
検
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

特
徴

肺
が
ん
な
ど
の
早
期
発
見
を

目
指
し
た
呼
吸
器
検
査

胸
部
Ｘ
線
に
加
え
、
Ｃ
Ｔ
や
肺

機
能
を
基
本
検
査
に
組
み
込
み
、

オ
プ
シ
ョ
ン
で
喀
痰
細
胞
診
も
行

う
な
ど
、
肺
が
ん
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と

い
っ
た
呼
吸
器
疾
患
の
早
期
発
見

●
ス
タ
ッ
フ
よ
り
一
言

﹁
ヘ
ル
シ
ー
だ
け
ど
、
食
べ
応
え

も
あ
っ
て
お
い
し
い
﹂
と
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

特
徴

乳
が
ん
や
婦
人
科
の
検
診
は

女
性
専
用
エ
リ
ア
で

子
宮
が
ん
検
診
や
乳
が
ん
検

診
、
婦
人
科
の
検
診
は
、
女
性
専

用
の
﹁
女
性
検
診
セ
ン
タ
ー
﹂
へ

ご
案
内
し
、
検
査
を
行
い
ま
す
。

受
付
や
検
査
の
ス
タ
ッ
フ
は
全

員
女
性
で
す
。

●
ス
タ
ッ
フ
よ
り
一
言

男
性
が
立
ち
入
ら
な
い
エ
リ
ア

な
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
お
過

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
保
健
師
が

受
診
者
全
員
を
対
象
に
、
個
別
の

保
健
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ス
タ
ッ
フ
よ
り
一
言

日
頃
気
に
な
っ
て
い
る
症
状
や

不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
、
お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け

ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

特
徴

管
理
栄
養
士
に
よ
る

お
弁
当
と
情
報
提
供

昼
食
に
は
管
理
栄
養
士
が
考
案

し
た
お
弁
当
﹁
彩
食
健
美
膳
﹂
を

ご
用
意
。
お
弁
当
に
関
す
る
講
話

や
食
事
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
健
康
意
識
の
高
ま
り
を
反
映
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
人
間
ド
ッ
ク
の
目
的
は
、
健
康
上
の
課
題

や
問
題
を
早
期
に
発
見
し
、
生
活

習
慣
改
善
に
結
び
つ
け
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
だ
。

本
号
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク

に
つ
い
て
本
会
の
川
井
三
恵

総
合
健
診
部
長
が
解
説
す
る
。

Ｔ
）、
診
察
・
保
健
相
談
、
総
合

判
定こ

の
う
ち
、
Ｃ
Ｔ
検
査
や
腹
部

超
音
波
検
査
、
眼
底
検
査
、
眼
圧

検
査
、
呼
吸
機
能
検
査
、
保
健
相

談
な
ど
は
一
般
の
健
康
診
断
で
は

行
わ
れ
な
い
項
目
で
す
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
基
本
検
査
に

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
や
コ
ー
ス
（
下
）

を
追
加
し
、一
人
ひ
と
り
に
ぴ
っ

た
り
の
﹁
私
だ
け
の
人
間
ド
ッ

ク
﹂
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
特
徴

—
—

本
会
の
場
合

特
徴

受
診
者
全
員
へ
の

個
別
の
保
健
相
談

人
間
ド
ッ
ク
当
日
の
検
査
結
果

人
間
ド
ッ
ク
と

健
康
診
断
の
違
い

健
康
診
断
は
、
法
律
に
基
づ
い

て
、
最
低
限
の
検
査
を
行
っ
て
健

康
状
態
を
評
価
す
る
も
の
で
す
。

一
方
、
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
健

康
診
断
の
検
査
に
が
ん
検
診
な
ど

を
加
え
た
形
で
、
よ
り
多
く
の
項

目
で
、
よ
り
詳
し
く
検
査
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
、
本
会
の
人
間
ド
ッ
ク

の
基
本
検
査
は
次
の
項
目
で
す
。

問
診
、
身
体
測
定
、
聴
力
検
査
、

眼
科
検
査
、
便
検
査
、
血
液
検
査

（
血
液
学
・
肝
機
能
・
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
・
脂
質
・
腎
機
能
・
糖
尿
病
・

痛
風
な
ど
）、
呼
吸
器
検
査
（
Ｃ

Ｔ
・
胸
部
Ｘ
線
撮
影
・
肺
機
能
検

査
）、
消
化
管
検
査
（
胃
部
Ｘ
線

撮
影
）、
腹
部
超
音
波
検
査
、
循

環
器
検
査
（
心
電
図
・
血
圧
・
Ｃ

は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
そ
の
レ
プ

チ
ン
で
食
欲
が
抑
え
ら
れ
な
い

の
か
﹂
と
い
う
つ
っ
こ
み
の
質

問
が
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
健
康
体
重
な
ら
ば

レ
プ
チ
ン
は
食
欲
抑
制
効
果
を

発
揮
し
ま
す
が
、
肥
満
に
な
る

と
、
た
く
さ
ん
の
レ
プ
チ
ン
が

い
つ
も
出
て
い
る
も
の
の
、
そ

れ
が
た
め
に
か
え
っ
て
レ
プ
チ

ン
へ
の
感
受
性
が
低
下
し
て
し

ま
い
、
レ
プ
チ
ン
作
用
が
効
き

に
く
く
な
る
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
、
レ
プ
チ
ン
抵
抗
性
に
な
る

の
で
す
。

ま
た
、
睡
眠
も
グ
レ
リ
ン
の

分
泌
と
関
係
が
あ
り
、
睡
眠
時

間
が
短
い
と
血
中
グ
レ
リ
ン
濃

度
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
過
剰
に
食
べ
て
し
ま
う
こ

後
や
血
糖
値
が
高
く
な
る
と
元

に
戻
り
ま
す
。
血
中
グ
レ
リ
ン

濃
度
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（Body mass 

index

）
や
体
脂
肪
と
負
の
関

係
が
あ
り
、
肥
満
者
で
低
く
、

痩
せ
過
ぎ
の
体
格
で
は
高
く
な

り
ま
す
。

本
連
載
第
３
回
で
紹
介
し
た

月
経
に
関
係
の
あ
る
脂
肪
細
胞

の
レ
プ
チ
ン
に
は
、
脳
に
働
い

て
食
欲
を
抑
え
る
作
用
が
あ
り

ま
す
（
図
）。

痩
せ
て
空
腹
な
ら
グ
レ
リ
ン

が
食
欲
を
増
し
、
体
脂
肪
が
増

え
る
と
レ
プ
チ
ン
が
出
て
食

欲
を
抑
え
る
こ
と
は
合
目
的
で

す
。こ

う
言
う
と
、﹁
肥
満
の
人

は
脂
肪
組
織
が
多
い
か
ら
、
レ

プ
チ
ン
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る

方
薬
の
六り

っ

君く
ん

子し

湯と
う

に
は
、
グ
レ

リ
ン
分
泌
作
用
が
あ
り
ま
す
。

六
君
子
湯
は
朝
鮮
人
参
な
ど

八
種
類
の
生
薬
が
含
ま
れ
て
い

て
、
そ
の
中
の
陳
皮
（
乾
燥
ウ

ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
果
皮
）
に
グ

レ
リ
ン
分
泌
刺
激
作
用
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
コ
ナ
ツ
オ
イ
ル
や

マ
ク
ト
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
中
鎖

脂
肪
酸
に
も
グ
レ
リ
ン
分
泌
刺

激
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
●
●

血
中
グ
レ
リ
ン
濃
度
は
、
食

事
前
に
な
る
と
高
く
な
り
、
食

進
し
ま
す
（
図
）。

ま
た
、
胃
か
ら
分
泌
さ
れ
た

グ
レ
リ
ン
は
胃
自
身
に
も
作
用

し
て
、
胃
腸
の
動
き
を
円
滑
に

し
た
り
、
胃
粘
膜
の
血
量
を
高

め
た
り
し
ま
す
。

臨
床
試
験
で
グ
レ
リ
ン
注
射

剤
を
打
つ
と
、
す
ぐ
に
胃
の
動

く
音
が
聞
こ
え
る
ほ
ど
で
す
。

が
ん
や
心
臓
病
で
食
欲
が
落
ち

た
患
者
さ
ん
の
治
療
薬
の
候
補

に
も
な
り
ま
し
た
（
今
の
と
こ

ろ
治
療
薬
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
が
）。

既
存
の
薬
物
や
食
品
で
、
グ

レ
リ
ン
を
増
や
す
効
果
が
示
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

胃
も
た
れ
に
処
方
さ
れ
る
漢

成
長
期
の
子
ど
も
は
食
欲
旺

盛
。
帰
宅
す
る
な
り
﹁
お
腹
が

す
い
て
死
に
そ
う
﹂
と
言
っ
て

は
、
も
り
も
り
食
べ
、
ぐ
ん
ぐ

ん
体
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

お
腹
が
グ
ー
と
鳴
っ
て
、﹁
お

腹
が
す
い
た
﹂
と
感
じ
る
の
に

は
、
胃
か
ら
分
泌
さ
れ
る
グ
レ

リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
関
係

し
て
い
ま
す
。

グ
レ
リ
ン
は
、
神
経
や
血
液

を
介
し
て
胃
か
ら
脳
へ
届
き
、

視
床
下
部
に
働
い
て
空
腹
感
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

同
時
に
脳
下
垂
体
に
も
働
い

て
、
本
連
載
の
第
１
回
で
紹
介

し
た
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を

促
し
、
筋
肉
や
骨
の
成
長
も
促

「お腹がすいたよ」のグレリン
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ご活用ください！

本会総合健診部長　川井三恵

私
は
１
９
８
６
年
に
東
海
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
岡
山
大
学
医

学
部
の
大
学
院
で
博
士
号
を
取
得

し
ま
し
た
。

国
立
霞
ヶ
浦
病
院
で
研
修
を
開

始
し
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
の
内

科
に
入
局
。
退
局
し
て
一
般
病
院

で
診
療
を
重
ね
た
後
、
埼
玉
県
北

部
に
あ
る
行
田
総
合
病
院
で
一
般

内
科
の
臨
床
に
携
わ
り
ま
し
た
。

同
院
で
内
科
部
長
を
し
て
い
た

頃
、
地
域
支
援
病
院
の
認
証
を
取

得
す
る
た
め
に
、
急
き
ょ
３
カ
月

で
約
２
０
０
０
人
も
の
健
康
診
断

の
要
精
検
者
を
診
察
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
、
生

活
習
慣
指
導
と
少
量
の
投
薬
で
大

方
の
人
が
見
事
に
改
善
し
ま
し

た
。
こ
の
経
験
は
正
直
、
私
に
と

っ
て
大
変
な
驚
き
で
し
た
。
極
端

な
話
、
そ
れ
ま
で
は
﹁
倒
れ
て
か

ら
来
る
﹂
患
者
と
対
峙
し
て
い
た

わ
け
で
、
そ
れ
と
は
全
く
違
う
流

れ
が
あ
る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
る

と
共
に
、
予
防
医
療
の
重
要
性
を

強
く
認
識
し
た
経
験
で
し
た
。

そ
の
後
病
院
を
辞
め
、
本
格
的

に
労
働
衛
生
の
仕
事
を
す
る
た
め

に
１
年
間
勉
強
し
、
労
働
衛
生
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。
次
に
何
を
す
る
か
迷
っ

て
い
た
頃
、
私
の
恩
師
で
、
当
時
、

文
京
学
院
大
学
大
学
院
の
教
授
を

な
さ
っ
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
盛
宮
喜
さ
ん
が
、﹁
う
ち
に
勉

強
に
来
な
い
か
﹂
と
誘
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
２
０
０
３
年
に
同
大
学

の
経
営
学
部
大
学
院
に
入
学
。
人

的
資
源
管
理
（
Ｈ
Ｒ
Ｍ
）、
消
費

税
法
、
法
人
税
法
の
講
座
を
取
り

ま
し
た
。
ど
の
講
座
も
レ
ベ
ル
が

高
い
上
に
、
病
院
勤
務
を
継
続
し

な
が
ら
の
通
学
だ
っ
た
の
で
大
変

で
し
た
が
、
２
年
後
に
は
医
療
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
修
士
号
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
時

に
学
ん
だ
人
事
労
務
管
理
や
税
法

今
、
私
が
産
業
医
契
約
を
し
て

い
る
の
は
、
50
人
以
上
の
企
業
が

９
社
で
す
が
、
50
人
以
下
も
含
め

る
と
事
業
所
数
で
は
17
～
18
カ
所

に
な
り
ま
す
。

小
規
模
事
業
所
が
多
く
、
保
健

師
や
看
護
師
等
の
専
門
職
は
ほ
と

ん
ど
い
ま
せ
ん
。
衛
生
管
理
者
が

配
置
さ
れ
て
い
て
も
、
資
格
だ
け

で
実
務
経
験
の
な
い
事
業
所
が
大

部
分
で
す
。

は
、
現
在
の
産
業
医
活
動
に
大
い

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
知
人
の
紹
介
で
本
田

技
研
工
業
の
専
属
産
業
医
に
誘
わ

れ
、
入
社
し
ま
し
た
。

私
が
任
さ
れ
た
の
は
、
埼
玉
県

朝
霞
市
の
二
輪
車
開
発
研
究
所
の

技
術
職
、
約
４
０
０
０
人
の
健
康

管
理
で
し
た
。
在
職
中
は
年
間
９

０
０
回
ほ
ど
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面

談
を
行
い
ま
し
た

が
、こ
の
経
験
も
、

そ
の
後
の
産
業
医

活
動
で
は
大
き
な

自
信
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
時
の
埼
玉

で
の
ご
縁
が
元

で
、
埼
玉
県
医
師

会
や
埼
玉
産
業
保
健
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、
現
在
も
微
力
な
が
ら

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
の
経
験
は
毎
回
、

本
当
に
勉
強
に
な
り
、
貴
重
な
時

間
で
す
。

ま
た
、
50
～
２
０
０
人
の
事
業

所
で
も
、
介
入
前
は
安
全
衛
生
委

員
会
を
定
期
的
に
開
い
て
い
な
か

っ
た
所
が
多
く
、
最
初
は
私
と
衛

生
管
理
者
と
役
職
者
の
３
人
位
で

委
員
会
の
流
れ
か
ら
指
導
を
始

め
、
掲
示
物
の
貼
付
や
５
Ｓ
、
さ

ま
ざ
ま
な
通
達
対
応
な
ど
、
で
き

る
も
の
か
ら
徐
々
に
指
導
内
容
を

広
げ
て
い
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
及
び
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
面
談
で
一

番
多
い
相
談
は
、
職
場
の

人
間
関
係
に
関
す
る
こ
と

で
す
。
対
策
と
し
て
最
も

簡
単
で
効
果
的
な
の
は
単

純
に
﹁
席
替
え
﹂
で
す
が
、

実
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間

関
係
に
よ
っ
て
個
別
対
応

が
必
要
な
こ
と
が
多
く
あ

り
、
現
場
の
人
事
担
当
者

と
共
に
苦
慮
す
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
﹁
働
き
方
改
革
﹂
が
話
題

に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
女
性
の
社
会

進
出
は
大
い
に
賛
成
で
す
。
少
し

で
も
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
に

な
る
よ
う
に
、
女
性
従
業
員
、
特

に
妊
産
婦
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ

の
対
応
や
相
談
に
は
、
で
き
る
限

り
配
慮
を
重
ね
て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
で
残
業
等
が
ス
ト
レ

ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
か
ら
の
日
本
で
は
、

さ
ら
に
効
率
を
重
視
し
て
ス
リ
ム

化
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
労

働
衛
生
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
い
か
に
効
率
よ
く
、

労
働
者
が
健
康
で
安
全
、
働
き
や

す
い
環
境
を
整
え
維
持
で
き
る

か
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
労
働
衛
生

の
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
、
こ
の
分
野
で
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
行
い
、
微

力
な
が
ら
何
か
し
ら
社
会
の
役
に

立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
前
述

の
埼
玉
県
医
師
会
や
埼
玉
産
業
保

健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係

も
あ
り
、
埼
玉
県
医
師
会
の
松
本

吉
郎
先
生
に
は
、
大
変
心
強
い
相

談
役
と
し
て
、
事
あ
る
ご
と
に
ご

指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
先
生

は
臨
床
の
か
た
わ
ら
、
産
業
医
活

動
に
大
変
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、

日
本
医
師
会
の
常
任
理
事
に
も
就

任
し
て
労
働
衛
生
を
担
当
さ
れ
て

い
ま
す
。
松
本
先
生
に
叱
咤
激
励

さ
れ
な
が
ら
も
、
自
由
に
や
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
楽
し
い
仕

事
に
日
々
感
謝
し
て
い
ま
す
。

遠
藤 

敦

こ

ぼ
り

労
働
衛
生
産
業
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

え

　ん

　
ど

　う

あ
つ
し
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文字入り

脂肪細胞

グレリン

食欲
抑制作用

成長ホルモン
分泌作用

食欲
増進作用

視床下部

脳下垂体

大脳皮質

レプチン

文字なし

胃

肺がんは最も死亡数が多いがんですが、CTであれば発
見できるような早期に見つければ、ほとんどが助かります。
低線量で撮影するので被曝量もＸ線写真の数倍程度
で済み、心配ありません。
喫煙している方はもちろんのこと、吸っていない方も40
歳を過ぎたら積極的に検査を受けてください。

婦人科検診では、子宮がん検診
や内診と共に、日頃気になってい
る症状等に関する簡単な相談に
も応じています。
オプション検査で特におすすめ
したいのは、経腟超音波です。子
宮筋腫や子宮内膜症、卵巣腫瘍
などの状態が把握でき、体への負
担も少ないので、ぜひ取り入れて
いただきたいと思います。

金子昌弘 医師
本会クリニック所長・肺診断科外来担当

金子容子 医師
本会婦人科検診・
女性外来担当

専門医より一言

専門医より一言

私たちが健康づくりをお手伝いします

生活習慣や日頃気になっている症状など、お気軽にご相
談ください。健康増進部の専門職（保健師、管理栄養士、
健康運動指導士）が対応します。

予防医学相談室もご利用ください

本
会
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
方
を
対

象
に
、医
師
に
よ
る
「
予
防
医
学
相
談
室
」を

開
設
し
て
い
ま
す
。ご
自
身
の
所
見
、超
音
波

や
Ｘ
線
、Ｃ
Ｔ
等
の
画
像
を
元
に
、質
問
や
相

談
に
応
じ
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
、
受
診
さ
れ
た
ご
本
人

に
1
回
の
み（
約
20
分
）の
相
談
と
な
り
ま
す

人間ドックのセットコース——こんな方におすすめです
★＝事前のお申し込みは不要ですグレリンとレプチンの作用図

(受付時間／月～金 9：00～17：00)

予約前後に健康保健組合様へのお手続きが必要な場合がございます。健康保健組合様の指示に従い、お手続きをお済ませください。

携帯電話からは 03-3269-2190
東京　予防医学 　クリック検索

http://www.yobouigaku-tokyo.or.jp 

0120-128-177ご予約
電　話

血圧やコレステロー
ル、血糖値が高い方、
動脈硬化が気になる
方へ　　　　　　★

体力の低下を感じて
いる方や、現在の体
力の状態を知りたい
方へ

女性特有のがんや骨
粗鬆症が気になる女
性の方へ　　　　★

内臓脂肪が気にな
る方、標準体重を上
回っている方へ

胃がんを心配される
方、過去に異常を指
摘されたことがある
方へ

骨粗鬆症が心配な
方、腰痛・関節痛が
ある方へ

血管コース

体力アップコース

レディースコース

スマートライフコース

上部消化器コース

骨コツアップコース



本会の取り組み

女性のための人間ドック
第58回 日本人間ドック学会学術大会で報告本会の取り組み

女性のための人間ドック
第58回 日本人間ドック学会学術大会で報告

セ
ッ
ト
コ
ー
ス
や
専
用
エ
リ
ア
、

専
門
外
来
な
ど
で
女
性
を
支
援

第
２
５
１
回 

学
校
保
健
セ
ミ
ナ
ー

光
と
健
康
に
つ
い
て

バ
イ
オ
レ
ッ
ト
ラ
イ
ト

に
よ
る
近
視
予
防
の

可
能
性

11
月
30
日（
木
）
14
時
半
～
16
時
半

東
京
・
新
宿
区

「
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
」

第
２
７
６
回 

ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

糖
尿
病
に
お
け
る

運
動
療
法
の
実
際

11
月
29
日（
水
）
14
～
16
時

東
京
・
千
代
田
区「
星
陵
会
館
」

日
本
摂
食
障
害
協
会
セ
ミ
ナ
ー

摂
食
障
害
っ
て

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

12
月
２
日（
土
）
13
時
半
～
16
時
半

東
京
・
港
区

「
政
策
研
究
大
学
院
大
学
会
議
室
」

523 2017 29 10 15 4

木
口
一
成
セ
ン
タ
ー
長
は
講
演

の
冒
頭
、
受
診
者
数
の
推
移
な
ど

日
本
の
人
間
ド
ッ
ク
健
診
の
現
状

に
つ
い
て
、
本
会
の
成
績
を
交
え

な
が
ら
説
明
し

た
。そ

の
上
で
、
人

間
ド
ッ
ク
学
会
が

考
え
る
健
診
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、

①
必
要
な
検
査
が

行
わ
れ
て
い
る
②

検
査
は
安
全
で
正

確
で
あ
る
③
医
師

か
ら
健
診
結
果
の

説
明
が
あ
る
④
必

要
に
応
じ
て
保
健

指
導
（
生
活
の
ア

ド
バ
イ
ス
）
が
あ

る
⑤
「
受
け
て
終

わ
り
」
で
は
な

い
、
受
け
た
後
の

フ
ォ
ロ
ー
が
あ
る
―
―
の
５
点
を

あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

続
け
て
木
口
セ
ン
タ
ー
長
は
、

こ
れ
ら
５
点
に
対
応
す
る
本
会
の

取
り
組
み
を
、
女
性
の
検
診
に
お

け
る
特
色
も
交
え
て
、
次
の
よ
う

に
紹
介
し
た
。

①
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
な
ど

の
単
独
コ
ー
ス
の
他
に
、
女
性
の

希
望
が
多
い
検
査
を
含
め
た
セ
ッ

ト
コ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
、
乳
が

ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
安
心
し
て

受
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
女
性
専

用
エ
リ
ア
を
設
け
て
い
る
。

②
内
部
精
度
管
理
の
他
に
、
日
本

医
師
会
な
ど
の
外
部
精
度
管
理
を

受
け
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

③
医
師
に
よ
る
結
果
説
明
に
加

え
、
必
要
に
応
じ
て
健
康
指
導
も

行
っ
て
い
る
。

④
保
健
師
に
よ
る

保
健
指
導
を
受
診

者
全
員
に
行
っ
て

い
る
。

⑤
「
要
受
診
」「
要

精
検
」
と
な
っ
た

人
に
は
、
本
会
保
健
会
館
ク
リ
ニ

ッ
ク
へ
の
紹
介
が
可
能
で
あ
る
。

更
年
期
症
状
や
子
宮
内
膜
症
な
ど

に
関
す
る
相
談
に
も
、
同
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
女
性
外
来
で
対
応
で
き

る
。
ま
た
専
門
医
に
よ
る
予
防
医

学
相
談
室
（
無
料
）
を
開
設
し
、

受
診
後
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
携
シ
ス
テ
ム
も
構
築
さ
れ
て
お

り
、
他
院
へ
の
紹
介
も
円
滑
に
行

え
る
。

最
後
に
木
口
セ
ン
タ
ー
長
は
、

「
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
人
間
ド
ッ

ク
で
提
供
し
て
い
る
管
理
栄
養
士

が
考
案
し
た
創
作
弁
当
や
、
食
事

時
間
に
行
っ
て
い
る
栄
養
に
関
す

る
講
話
な
ど
の
取
り
組
み
が
、
女

性
受
診
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
た
。

〈
２
面
に
関
連
記
事
〉

●
帝
京
短
期
大
学
の
学
生
が

　
本
会
で
見
学
実
習

帝
京
短
期
大
学
（
学
長
・
冲
永 

寛
子
）
で
は
、
養
護
教
諭
を
目
指

す
生
活
科
学
科
の
１
年
生
と
専
攻

科
２
年
生
を
対
象
に
、
学
校
保
健

現
場
で
の
見
学
実
習
を
行
っ
て
い

る
。本

会
は
、
そ
の
見
学
実
習
に
協

力
し
、
８
月
18
日
に
学
生
を
受
け

入
れ
た
。

訪
れ
た
42
人
の

学
生
は
、
本
会
の

ス
タ
ッ
フ
か
ら
学

校
検
診
の
実
際
や

本
会
の
学
校
保
健

事
業
の
概
要
に
関

す
る
説
明
を
受

け
、
検
査
・
健
診

現
場
の
見
学
な
ど

を
実
習
し
た
。

第
２
７
６
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
11
月
29
日
に
開
か
れ
る
。

「
糖
尿
病
に
お
け
る
運
動
療
法
の

実
際
―
―
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
の
進
め
方
」
を
テ
ー
マ
に
、

順
天
堂
大
学
代
謝
内
分
泌
学
・
ス

ポ
ー
ト
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
准
教
授

の
田
村
好
史
氏
が
講
演
す
る
。

司
会
は
、
藤
沢
市
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
医
師
の
小
堀
悦
孝
氏
。

参
加
費
２
０
０
０
円
。
定
員
３

０
０
人
（
当
日
先
着
順
）。

　

日
本
摂
食
障
害
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
が
12
月
２

日
に
開
か
れ
る
。

　

専
門
家
に
よ
る
講
演
「
摂
食
障

害
の
こ
こ
ろ
」「
摂
食
障
害
の
歯

科
的
問
題
と
そ
の
対
応
」
の
他
、

当
事
者
、
家
族
、
治
療
者
に
よ
る

討
論
会
「
医
療
や
家
族
が
で
き
る

こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
」
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。
定
員
１
２
０
人
。

　

対
象
は
当
事
者
や
家
族
、
支
援

者
な
ど
、
摂
食
障
害
に
興
味
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。

　

申
し
込
み
は
、
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://www.

jafed.jp/

）
か
ら
。

第
２
５
１
回
学
校
保
健
セ
ミ
ナ

ー
が
、
11
月
30
日
（
木
）
に
開
か

れ
る
。

「
光
と
健
康
に
つ
い
て̶

̶

バ
イ

オ
レ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
よ
る
近
視
予

防
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
教
授
の
坪
田

一
男
氏
が
講
演
す
る
。

入
場
無
料
。定
員
２
０
０
人（
当

日
先
着
順
）。

問
い
合
わ
せ
は
、
本
会
学
校
保

健
部
（
電
話
０
３̶

３
２
６
９̶

１
１
３
１
）
ま
で
。

「
女
性
活
躍
推
進
法
」
の
制

定
な
ど
女
性
の
社
会
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
中
、
多
く

の
女
性
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受

け
て
も
ら
い
、
健
康
面
か
ら

支
援
す
る
取
り
組
み
が
始
ま

っ
て
い
る
。
８
月
24
〜
25
日

の
両
日
、
埼
玉
・
さ
い
た
ま

市
で
開
催
さ
れ
た
第
58
回
日

本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
学
術
大

会
（
大
会
長
＝
中
川
高
志
・

大
宮
シ
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク
理

事
長
）の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
女

性
の
ド
ッ
ク
を
い
か
に
効
率

よ
く
行
う
か
」
で
、
本
会
の

人
間
ド
ッ
ク
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
検
査
研
究
セ
ン
タ

ー
の
木
口
一
成
セ
ン
タ
ー
長

が
報
告
し
た
（
写
真
）。

新
刊
紹
介

B
O
O
K
S

ヒ
ド
脱
水
素
酵
素
）
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
タ
イ
プ
別
の
リ
ス
ク
が

詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
人

と
、
依
存
症
の
リ
ス
ク
が
大
き

い
人
で
は
、
支
援
の
切
り
口
や
ア

プ
ロ
ー
チ
は
異
な
り
ま
す
が
、
支

援
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
タ
イ
プ

別
の
リ
ス
ク
を
知
っ
て
お
く
こ
と

は
、
よ
り
適
切
な
支
援
に
つ
な
が

り
、
ま
た
自
覚
を
促
し
て
、
高
い

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

時
代
は
集
団
を
観
察
・
分
析
す

る
Ｅ
Ｂ
Ｍ
か
ら
個
別
化
医
療
へ
と

か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
日
頃
の
活
動
に
す
ぐ

に
参
考
に
な
り
そ
う
な
支
援
の

コ
ツ
や
減
酒
の
簡
単
な
方
法
な

ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
長
く

丁
寧
に
向
き
合
っ
て

き
た
著
者
な
ら
で
は

の
、
臨
床
に
有
用
な

ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
一
冊
で

す
。ご

一
読
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

（
星
和
書
店
、
四
六
版
、
１
５

０
０
円
＋
税
）

日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
顧
問

折
津
政
江

か
れ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
内
容
は
著
者
自
身
の

研
究
や
多
数
の
文
献
に
裏
打
ち
さ

れ
た
専
門
的
な
も
の
で
、
医
療
職

の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
大
変
有
用

で
す
。

特
に
、
著
者
の
研
究
テ
ー
マ
で

あ
る
遺
伝
的
体
質

に
よ
る
リ
ス
ク
、

す
な
わ
ち
Ａ
Ｄ
Ｈ

１
Ｂ
（
ア
ル
コ
ー

ル
脱
水
素
酵
素
）

と
Ａ
Ｌ
Ｈ
Ｄ
２

（
ア
セ
ト
ア
ル
デ

本
書
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
治
療
や
研
究
で
名
高
い
久
里

浜
医
療
セ
ン
タ
ー
の

臨
床
研
究
部
長
で
あ

る
著
者
に
よ
る
、
ア

ル
コ
ー
ル
と
が
ん
と

の
関
係
に
つ
い
て
一

般
の
人
向
け
に
非
常

に
わ
か
り
や
す
く
書

進
ん
で
お
り
、
予
防
医
療
に
お
い

て
も
個
の
医
学
の
考
え
方
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
遺
伝
的
体
質
を
組

み
込
ん
だ
支
援
は
一
層
重
視
さ
れ

て
い
く
と
思
わ
れ
、
ぜ
ひ
確
認
し

て
お
き
た
い
知
識
で
す
。

本
書
で
は
、
が
ん
や
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
れ
以
外
の
疾
患
に
お
い
て
も
ア

ル
コ
ー
ル
が
い
か
に
危
険
で
あ
る

か
、
そ
の
根
拠
が
疫
学
デ
ー
タ
の

み
な
ら
ず
生
体
機
序
か
ら
も
わ

お
酒
を
飲
ん
で
、

が
ん
に
な
る
人
、
な
ら
な
い
人
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